
狂犬病は，世界中で毎年 55,000 人以上が死亡している
動物由来感染症 （Zoonosis，人獣共通感染症） である．い
ったん狂犬病を発症すると，急性，進行性，致死性の脳
炎を示してほとんどが 10 日以内に 100％致死する．患者
の 99％以上は狂犬病を発症したイヌによる咬傷が原因
であり，その 30-50％は 15 歳以下の子供である．すべて
の哺乳類が狂犬病ウイルスに感染して狂犬病を発症する
が，流行を維持している動物種は限られており，国や地
域によってヒトが感染する危険性の高い動物種は異な
る．食肉目に属するイヌ，キツネ，アライグマ，スカン
ク，マングース，コヨーテ，オオカミ，ジャッカルなど
で流行が維持されている．狂犬病の発生している地域で
は，ヒトの生活に近接するペット動物 （主にイヌとネコ，
米国ではフェレット） がヒトに対して最も危害度の高い
動物となる．

近年，中国，インド，インドネシア，フィリピン，ベ
トナム等で狂犬病の発生が拡大していることを考える
と，狂犬病は依然として公衆衛生において重要な動物由
来感染症である．アジアでは今もイヌの狂犬病対策が極
めて重要な課題ではあるが，韓国と北朝鮮の国境沿いに
生息するタヌキや中国の安徽省・浙江省・江西省や台湾
に生息するイタチアナグマで狂犬病の流行が報告されて
おり，アジアの野生動物における狂犬病の侵淫が気にな
る．なかでも，半世紀以上も前に狂犬病を淘汰した台湾
で，在来の野生動物であるイタチアナグマに狂犬病の流
行が確認されたことは，特に大きな驚きであった．

狂犬病ウイルス

狂犬病ウイルスは，モノネガウイルス目 （order 
Mononegavirales） ラブドウイルス科 （family Rhabdo-
viridae） リッサウイルス属 （genus lyssavirus） に属する
マイナス一本鎖 RNA ウイルスであり，縦約 180 nm，幅
約 75 nm の弾丸状の形状をとる8,9）．ウイルスゲノムは N
蛋白質 （nucleoprotein），P 蛋白質 （phosphoprotein），L

蛋白質 （large protein），M 蛋白質 （matrix protein），G
蛋白質 （glycoprotein） の遺伝子をコードしており， N蛋
白質は RNA と結合して，P 蛋白質と L 蛋白質とともに
ヌクレオカプシドを構成している9,30）．M 蛋白質と G 蛋
白質は，宿主由来の脂質二重膜とともにエンベロープを
構成し，ヌクレオカプシドを包み込みウイルス粒子を形
成している9）．

野外で流行している株を街上毒 （street virus） と呼
び，培養細胞や実験動物を用いて繰り返し継代して作出
された実験室株やワクチン株を固定毒 （fixed virus） と
呼んで区別している11,12）．固定毒は，親株である街上毒
や継代歴の違いによって，実験動物に対する病原性が異
なる．街上毒は取り扱うことのできる施設が限られてお
り，さらに潜伏期が不定であることなどから，野外にお
ける病態や発症機序を解明する研究が容易でない．一方，
固定毒は，街上毒と比較して株ごとの潜伏期や症状など
の性状が安定していて街上毒よりも取り扱いが容易なこ
とから，これまで様々な実験室内での研究やワクチン開
発に用いられてきた．固定毒では，街上毒と比較して末
梢感染性の減弱や潜伏期間の短縮・一定化，さらには免
疫誘導能の増強といった違いが見られる6,11,13〜19）．街上毒
が，その特徴的な長い潜伏期の間に宿主体内のどこでど
のように潜んでいるのか，どのように宿主の免疫機構を
回避しているのかは，いまだに解明されていない．

感染と流行の形態

狂犬病は，日本，ニュージーランド，オーストラリア，
シンガポール，ハワイ，太平洋島嶼国，英国などの限ら
れた国・地域を除いて世界中で発生が見られる2,20）．いっ
たん発症すると，その多くが 10 日以内に死亡する．患
者の 99％以上は狂犬病を発症したイヌによる咬傷が原
因であると言われており，その 30-50％は 15 歳以下の子
供である．唾液中のウイルスが傷口等を介して神経組織
に侵入しないかぎり発症することはない．また，通常の
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井上　　智

生活においてヒトからヒトに感染が伝搬することはまず
ない．

アジアは，アフリカと並び，世界有数の狂犬病流行地
域であり，毎年 24,000 人以上が狂犬病で死亡している．
WHO （世界保健機関） は東南アジアの 10 億人以上が狂
犬病に曝露されており，毎年の咬傷被害者が 1900 万人，
曝露後予防接種 （PEP：post-exposure prophylaxis） が
400 万人を超えていると報告している1,2）．近年，中国，
インド，インドネシア，フィリピン，ベトナム等で発生
が拡大していることを考えると，狂犬病は，公衆衛生に
おいて重要な，まだ忘れ去ることのできない動物由来感
染症である．幸い，日本国内では 1950 年に「狂犬病予
防法」が制定され，多くの先人による努力の結果，1957
年を最後に，今日に至るまでヒトでも動物でも国内で狂
犬病に感染した報告はない21）．

狂犬病がいかに国境を越えて移動するかを理解するた
めには，その流行宿主・感染様式・伝搬様式を知ること
が大切である．

1．流行を維持している動物種
・アジア：イヌ，タヌキ，イタチアナグマ等．
・アフリカ：イヌ，ジャッカル，マングース等．
・ヨーロッパ：キツネ，タヌキ等．
・�南北アメリカ：イヌ，キツネ，スカンク，アライグ

マ，コウモリ等．

2．狂犬病ウイルスの感染様式
・�ヒトを含むすべての哺乳類が狂犬病ウイルスに感受

性である．
・感染は咬傷による直接伝搬が一般的である．
・潜伏感染期が通常 1-3 か月と長い．
・潜伏感染期に抗体は産生されない．
・�潜伏感染期にウイルスを検出することは困難であ

る．
・�感染性期は唾液中にウイルスが排出される発症数日

前から死亡するまでである．

3．宿主間の伝搬様式
・�特定の宿主および地域で特定のウイルス株が維持さ

れている．
・�各ウイルス株は流行している宿主動物に最も感受性

が高い．
・�ウイルス株が新しい宿主で流行するためには長い年

月 （順化） が必要である．
・�基本再生産数 （basic reproduction number R0） は

小さい （1＜R0＜2 前後）．

アジアでは，イヌが狂犬病の重要な流行宿主ではある
が，韓国と中国のタヌキ，中国と台湾のイタチアナグマ
に狂犬病の流行が報告されており，将来，アジアでも野
生動物の狂犬病が公衆衛生における大きな課題になるの
ではと懸念されている．日本と同じく半世紀にわたって
狂犬病が発生していなかった台湾で，2013 年 7 月 17 日
に在来の野生動物であるイタチアナグマに狂犬病が見つ
かったと国際獣疫事務局 （OIE） に報告され，分離された
狂犬病ウイルスのゲノム解析によって，何十年も前から
イタチアナグマに狂犬病が侵淫していたことが示されて
いる22～24）．

国境を越える狂犬病

欧米等の先進国では狂犬病の常在地域で感染して帰国
後に発症して死亡する輸入事例がしばしば報告されてい
る （表 1）21,25〜29）．日本でも，国内で狂犬病に感染した報
告は 1956 年のヒトと 1957 年のネコが最後であるが，こ
れまでに海外で狂犬病のイヌに咬まれて帰国後に狂犬病
を発症して死亡した 3 名の輸入狂犬病が 1970 年 （1 名） 
と 2006 年 （2 名） に報告されている21）．日本政府観光局 

（JNTO） によると，2014 年の海外渡航者は 1690 万 300
人でありその半数がアジアの狂犬病発生国であること
や，訪日外客総数 13,413,467 人中 10,819,211 人がアジ
アからの来日であることを考えると，海外で狂犬病に感
染したヒトが国内で発生する可能性も否定することはで
きない．近年は流通の国際化や大規模化によって侵入経
路が実に多様化したため，全ての可能な侵入経路に対し
て監視と摘発を行うことが難しくなって来ており，欧米
では狂犬病に感染して飼い主とともに帰国したイヌや違
法に持ち帰ったイヌ等が潜伏期間を終えて発症する事例
が数多く報告されている （表 2）．

驚くべきことは，日本と同じく半世紀以上も前に狂犬
病を淘汰した台湾で，在来の野生動物であるイタチアナ
グマに狂犬病がかなり前から流行していたことであ
る30〜32）．狂犬病の発生がなかった台湾で野生動物の狂犬
病が見つかったのは，1999 年から犬猫等を中心とした狂
犬病調査を始め，疑い動物の解剖と検査を可能とした後，
2013 年から野生動物を調査対象に加えたことが背景に
ある．

獣医師等からの狂犬病の届出を待つ「受身」から，異
常行動などを呈した動物や不明死体を対象に，「進んで」
狂犬病の無いことを確認する積極的疫学調査を行うこと
で狂犬病の摘発が可能になったと言える33,34）．WHO は，

「狂犬病のない国においても動物の狂犬病調査を実施す
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表 1　世界で報告された人の輸入狂犬病（1990 年-2013 年）

発生国 発生年 感染国 年齢 感染動物 他
オーストリア 2004 モロッコ 23 才 イヌ 医療機関受診せず
フィンランド 2007 フィリピン 45 才 イヌ 医療機関受診せず
フランス 1970 ニジェール 3 才 ネコ （潜伏期間：10 日）

1973 ガボン 10 才 イヌ （潜伏期間：11 ヶ月）
1976 ガボン 5 才 イヌ （潜伏期間：45 日）

アルジェリア 18 才 イヌ （潜伏期間：不明）
モロッコ 28 才 不明 （潜伏期間：不明）
アルジェリア 10 才 イヌ （潜伏期間：1 ヶ月）

1977 ガボン 2 才 イヌ （潜伏期間：18 日）
モロッコ 4 才 イヌ （潜伏期間：1 ヶ月）

1979 エジプト 57 才 イヌ （潜伏期間：2 ヶ月）
1980 チュニジア 4 才 イヌ （潜伏期間：2.5 ヶ月）
1982 セネガル 40 才 イヌ （潜伏期間：122 日，不確定）
1990 メキシコ 28 才 イヌ （潜伏期間：47 日）
1992 アルジェリア 3 才 イヌ （潜伏期間：1 ヶ月）
1994 マリ 46 才 イヌ （潜伏期間：3 ヶ月）
1996 マダガスカル 3 才 イヌ （潜伏期間：2 ヶ月）

アルジェリア 60 才 イヌ （潜伏期間：2 ヶ月）
アルジェリア 71 才 イヌ （潜伏期間：40 日）

1997 インド 50 才 イヌ （潜伏期間：12 日）
2003 ガボン 3 才 イヌ （潜伏期間：2 ヶ月以上）

ドイツ 1996 スリランカ 49 才 イヌ PEP 処置せず
2004 インド 51 才 イヌ・サル PEP 処置せず

インド 26 才 イヌ 臓器移植者も発症
2007 モロッコ 55 才 イヌ PEP 処置せず

オランダ 1998 モロッコ 49 才 イヌ PEP 処置を途中で中止
2007 ケニヤ 34 才 コウモリ PEP 処置せず

ロシア 2007 ウクライナ 66 才 キツネ 医療機関受診せず
2009 アゼルバイジャン 21 才 イヌ 医療機関受診せず

カザフスタン 58 才 イヌ 医療機関受診せず
キルギスタン 28 才 イヌ 医療機関受診せず

グルジア 2010 アゼルバイジャン 11 才 イヌ 不完全な PEP 処置
スウェーデン 2000 タイ 19 才 イヌ PEP 処置せず
英国 1996 ナイジェリア 19 才 イヌ PEP 処置せず

2001 ナイジェリア 52 才 イヌ 不明なワクチンを接種
フィリピン 55 才 イヌ 医療機関受診せず

2005 インド 37 才 イヌ 医療機関受診せず
2008 南アフリカ 37 才 複数動物 PEP 処置せず

日本 1970 ネパール 19 才 イヌ PEP 処置せず
2006 フィリピン 69 才 イヌ PEP 処置せず

フィリピン 65 才 イヌ PEP 処置せず
台湾 2002 中国大陸 45 才 イヌ 台湾の親族宅で発症

2012 中国大陸 30 才 イヌ 発症後に台湾の病院に移送
2013 フィリピン 31 才 イヌ フィリピン人労働者が発症

米国 1992 インド 11 才 イヌ 医療情報無し
1993 メキシコ 69 才 イヌかコヨーテ 医療情報無し
1994 ハイチ 51 才 イヌかマングース 医療情報無し
1996 メキシコ 26 才 イヌ 医療機関受診せず

ネパール 32 才 イヌ 医療機関で PEP 処置せず
2000 ガーナ 54 才 イヌ 医療情報無し
2001 フィリピン 72 才 イヌ 医療情報無し
2004 エルサルバドル 22 才 咬傷履歴なし 医療情報無し

ハイチ 41 才 イヌ 医療機関受診せず
2006 フィリピン 11 才 イヌ PEP 処置せず
2008 メキシコ 16 才 イヌかキツネ PEP 処置せず
2009 インド 42 才 イヌ 医療情報無し
2010 メキシコ 不明 不明 PEP 処置せず

引用論文：（25-29），参考資料：H.Bourhy 博士発表スライド（2013 年 2 月 7 日：平成 24 年度 狂犬病予防業務担当
者会議．三田共用会議所，東京）．ProMED-mial post：Archive number 20020806.4954（Rabies, human-Taiwan 
ex China），20120726.1216441（Rabies, human-Taiwan ex China），20130515.1715913（Rabies, human-Taiwan 
ex Philippines）．
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るのに十分な体制を維持して，国内に存在する感受性の
高い飼育動物及び野生動物種について狂犬病を疑う症例
のある場合には，標準化された検査法によって陰性を報
告すべきである」としている3,20）．

日本における狂犬病への備え

台湾で野生動物に狂犬病が見つかったことは，清浄国
における狂犬病対策や現行の監視体制について再考を促
す契機となり，これを受けて厚生労働省健康局結核感染
症課は狂犬病対策に係る研究・臨床・行政の関係者を集
めた研究班「我が国の狂犬病対策のための動物モニタリ
ング体制に係る緊急研究」を設置して，国内での狂犬病
の発生監視体制を見直し，新たな監視体制を構築・強化
するための積極的疫学調査を導入して実施する通知を全
国自治体に発出した35）．

現在，日本には台湾の様な在来の野生動物を対象とし

た検査監視体制がないため，その確立が急務であり，通
知に基づく自治体での対応について，感染症法第 15 条
に規定する積極的疫学調査の一環として，実施・活用す
ることを依頼している．狂犬病の発生がない状況下であ
っても狂犬病が疑われる動物を積極的に探知し，解剖と
実験室内の検査によって狂犬病であるか否かを確認でき
る体制の構築が目的である．また，動物の狂犬病調査を
行うことによって，狂犬病のないことを積極的に証明し
ていくことも大きな到達目標であり，検査で得られる陽
性結果だけではなく，陰性結果の蓄積にも意義のあるこ
とを理解したい．

日本では狂犬病の発生動向を把握するために，患者を
狂犬病と診断した医師による全数届出 （「感染症の予防
及び感染症の患者に対する医療に関する法律 （感染症
法） 」） と狂犬病に感染した若しくは疑いのあるイヌ等
を診断・死体を検案した獣医師による所在地を管轄する
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表 2　ヨーロッパで報告された動物の輸入狂犬病（1998 年-2012 年）

年 発生国 動物種 年齢 輸出された国 侵入経路 PEP 者数1）

1998 フランス イヌ 成犬 エジプト（不確定） 不明   10
2001 フランス イヌ 仔イヌ モロッコ 陸路     5

ドイツ イヌ 仔イヌ ネパール 陸路     2
2002 フランス イヌ 仔イヌ モロッコ 陸路     7

ドイツ イヌ 仔イヌ アゼルバイジャン 空路     6
2003 スイス イヌ 仔イヌ モロッコ 不明   17
2004 フランス イヌ 仔イヌ モロッコ 陸路   11

フランス イヌ 仔イヌ モロッコ 陸路 187
フランス イヌ 成犬 モロッコ 陸路   27
ドイツ イヌ 仔イヌ モロッコ 空路   20

2007 フィンランド イヌ 仔イヌ インド 不明 記録なし
ベルギー イヌ 仔イヌ モロッコ 空路   41
フランス2a） イヌ 成犬 モロッコ 陸路     0

2008 フランス2b） イヌ 成犬 フランス 不明     0
フランス2c） イヌ 仔イヌ フランス 不明 152
フランス イヌ 仔イヌ モロッコ 陸路   25
ベルギー イヌ 仔イヌ ガンビア 空路   10

（※ ベルギーからフランスに移動3） 陸路     8）
英国 イヌ 仔イヌ スリランカ 空路   11
ドイツ キツネ 仔キツネ クロアチア 陸路   27

2010 ドイツ キツネ 仔キツネ ボスニア・ヘルツェゴビナ 不明   17
2011 フランス イヌ 仔イヌ モロッコ 陸路     8
2012 オランダ イヌ 仔イヌ モロッコ 空路・陸路4）   43

1）暴露後のワクチン接種を行った人数．
2）�モロッコ旅行に同行した飼育犬（1 頭目a））から狂犬病に感染したフランス在住の同居犬（2 頭目b））が，知人宅の飼

育犬（3 頭目c））を感染させて，発症後にようやく狂犬病が疑われて見つかった事例．
3）空路でベルギーに入国した時に 10 人が感染疑いで PEP を受け，陸路でフランスに帰国後 8 人が PEP を行った．
4）陸路でスペインに移動してから空路でオランダに帰国した．
※ �H. Bourhy 博士発表スライドを引用（2013 年 2 月 7 日：平成 24 年度 狂犬病予防業務担当者会議．三田共用会議所，
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保健所長への届出 （「狂犬病予防法」） が義務付けられて
いる．

また，狂犬病予防法によって，①飼い主による飼育犬
管理，②管理されていないイヌの抑留，③動物の輸入検
疫が行われており，飼い主には，飼育犬の居住市町村へ
の登録，飼育犬への毎年 1 回の狂犬病予防注射，登録済
み・予防接種済みを示す鑑札・注射済票の飼育犬への装
着が義務づけられている．イヌ・ネコ・アライグマ・キ
ツネ・スカンクについては，「狂犬病予防法」によって輸
入時の検疫を徹底させると同時に，それ以外の哺乳類に
ついても，「感染症法」に基づいて創設された「動物の輸
入届出制度 （2005 年） 」で，輸出国政府が発行する衛生
証明書で狂犬病に罹患していないことを保証したものの
みが入国できるようになっている36）．

厚生労働省は，狂犬病が国内で発生した場合を想定し
て『狂犬病対応ガイドライン 2001』と『狂犬病対応ガイ
ドライン 2013 ─日本国内において狂犬病を発症したイ
ヌが認められた場合の危機管理対応─』を自治体や関係
機関等に配布している．各自治体では，これらガイドラ
インに基づいて，より実際的な対応マニュアルの作成と
発生時を想定した机上・実地訓練等を行い，万が一，国
内で狂犬病が発生した場合に迅速な危機対応が可能なよ
うに準備を行っている37～39）．なお，ガイドラインはイヌ
での発生を想定して取りまとめられているが，仮に野生
動物で狂犬病の発生が認められても，ガイドラインに準
拠した対応によって，ヒトの健康危害防止と狂犬病の疑
われる動物の調査を行うことで，続発事例の摘発・監視
が可能である．

日本の狂犬病対策では，海外で感染して帰国したヒト
とともに海外から持ち込まれる動物に対する対策が大変
重要である．しかしながら，海外から国内に持ち込まれ
るすべての哺乳類を把握して精査することは現時点では
極めて困難であり，世界における狂犬病の発生状況を考
えると，狂犬病が日本に侵入するリスクは決してなくな
ることはない．したがって，イヌ等の輸入検疫，動物の
輸入届出，侵入動物の監視，飼育犬の登録と予防接種，
放浪犬の捕獲と抑留等による狂犬病の侵入・発生リスク
低減とともに，国内で狂犬病が疑われた，もしくは発生
した場合に備えた対策 （行政機関における対応マニュア
ルや検査システム等の事前準備） を地域ごとに整備して
いくことが大切である．

狂犬病と野生動物

欧米先進諸国は，20 世紀に入ってイヌの狂犬病制圧に
成功する一方で，特定の野生動物に狂犬病の流行が明ら
かとなり，その対策に苦慮してきた．西ヨーロッパのキ

ツネ，米国のキツネとコヨーテで流行していた狂犬病は，
経口ワクチンの大規模な空中散布によって制圧された
が，北米東海岸で猛威を振るっているアライグマの狂犬
病についてはその分布域を拡大させないにとどまってい
る．アジアでも韓国のタヌキで流行している狂犬病に対
して経口ワクチン投与が行われているが制圧には至って
いない．野生動物の狂犬病には多くの課題が残されてい
る．

近年，コウモリが新興感染症の宿主として話題となっ
ているが，狂犬病の宿主としても重要な動物種であ
る40,41）．コウモリが海岸に沿って，時には海を越えて，長
距離を飛翔することが知られているが，これ以外にも，
船舶・航空機やコンテナに紛れ込んで移送された事例が
数多く報告されている42）．ハワイ州は，米国で唯一狂犬
病が存在しない州であるが，1991 年 3 月 27 日にカリフ
ォルニアを出港したコンテナ船が埠頭に接岸した際，港
湾労働者が生きたコウモリをコンテナ内に発見して，た
だちにコンテナを閉じて監督者に報告を行い検疫検査官
に連絡が行われ，狂犬病監視プログラムに従って捕獲さ
れたコウモリが獣医研究所で解剖されて公衆衛生部の研
究所において狂犬病陽性と診断された．カリフォルニア
州のコウモリ専門家と米国 CDC によって捕獲されたコ
ウモリが米国本土に生息する種でありハワイ州では見ら
れないことも明らにされ，コンテナ船を介した輸入事例
であることが証明された43）．また，公衆衛生部局によっ
て狂犬病陽性のコウモリと密接な接触を持った 8 名につ
いてはウイルスに暴露されていないことが確認された．

現在，狂犬病ウイルスはリッサウイルス属の遺伝子 1
型に分類されているが，リッサウイルス属にはこれ以外
に 6 遺伝子型があり，未分類のリッサウイルスも 9 種類
報告されている （表 3 と表 4）．狂犬病ウイルス （遺伝子
1 型） は陸生の食肉目を宿主として流行が維持されてい
るが，興味深いことにアメリカ大陸でのみコウモリに流
行が報告されている44）．狂犬病ウイルス以外のほとんど
のリッサウイルスはコウモリが流行宿主と考えられてい
るが，これらのリッサウイルスに感染して狂犬病を発症
したヒトの報告は極めて少ない （表 3-5）．日本ではこれ
まで狂犬病ウイルス以外のリッサウイルスがコウモリか
ら分離された報告はなく，海外からのコウモリ類の輸入
は 2003 年 11 月から全面的に禁止されている．原因不明
の脳炎患者でリッサウイルスの感染を疑う場合は，海外
渡航歴やコウモリ類等との接触が鑑別診断の重要な手が
かりとなる．

治療と予防

狂犬病は，有効な治療法がなく，一旦発症すると100％
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死亡する感染症である．発生地域で，管理されていない
飼育動物や野生動物等に咬まれるなどして，狂犬病に感
染したと疑われる場合には，迷わず，直ちに現地の医療
機関を訪ねて，専門医による傷口の治療と狂犬病の曝露
後予防接種を受けることが，唯一，死を免れる方法であ
る．なお，日本では海外で狂犬病を疑う動物に咬まれて

帰国後に行う暴露後予防接種は，健康保険適用であ
る2,20,45,46）．

1. 曝露前予防接種（pre-exposure prophylaxis）
日本の曝露前ワクチン接種は組織培養不活化狂犬病ワ

クチンを 4 週間隔で 2 回皮下注射して，その 6-12 カ月

220 DJMS

表 3　リッサウイルスの遺伝子型

系統群 遺伝子型 ウイルス 略称 （ICTV）a 主な宿主 報告されている国

Ⅰ

1 型 狂犬病ウイルス
（Rabies virus）

RABV 多くのほ乳類 日本など一部の国と地域
を除いた多くの国

4 型 ドゥベンヘイグウイルス
（Duvenhage virus）

DUVV 食虫コウモリ 南アフリカ，ジンバブエ，ギニア，
オランダ（ケニアからの輸入症例）

5 型 ヨーロッパコウモリリッサ 
ウイルス-1

（European bat lyssavirus type 1）

EBLV-1 食虫コウモ デンマーク，ドイツ，オランダ，ポ
ーランド，ロシア，ウクライナ，フ
ランス，スペイン

6 型 ヨーロッパコウモリリッサ 
ウイルス-2

（European bat lyssavirus type 2）

EBLV-2 食虫コウモリ オランダ，イギリス，ウクライナ，
スイス，フィンランド，デンマーク，
ドイツ

7 型 オーストラリアコウモリリッサ 
ウイルス

（Australian bat lyssavirus）

ABLV オオコウモリ
食虫コウモリ

オーストラリア

Ⅱ

2 型 ラゴスコウモリウイルス
（Lagos bat virus）

LBV オオコウモリ ナイジェリア，南アフリカ，ジンバ
ブエ，中央アフリカ，セネガル，エ
チオピア

3 型 モコラウイルス
（Mokola virus）

MOKV 食虫動物（？）
げっ歯類（？）

ナイジェリア，南アフリカ，カメル
ーン，ジンバブエ，中央アフリカ，
エチオピア

aICTV＝Internationl Committee on Taxonomy of Viruses.

表 4　現未分類のリッサウイルス

ウイルス名 略称（ICTV）a 年度 発生国（地域） 分離動物

アラバンウイルス
（Aravan virus）

ARAV 1991 キルギスタン
（アラバン，Osh province）

Lesser mouse-eared bat
（Myotis blythi）

クージャンウイルス
（Khujand virus）

KHUV 2001 タジキスタン
（クジャンド）

Whiskered bat
（Myotis mystacinus）

イルクーツウイルス
（Irkut virus）

IRKV 2002 ロシア
（イルクーツク，東シベリア）

Greater tube-nosed bat
（Murina leucogaster）

ウエストコーカシアン
コウモリウイルス

（West Caucasian bat virus）

WCBV 2002 ロシア
（Krasnodar, コーカサス）

Common bent-winged bat
（Miniopterus schreibersi）

シモニ　コウモリ　ウイルス
（Shimoni bat virus）

SHIBV ? 2009 ケニア
（シモニ）

Commerson’s leaf-nosed bat
（Hipposideros commersoni）

イコマ　リッサウイルス
（Ikoma lyssavirus）

IKOV ? 2009 タンザニア
（イコマ，セレンゲティー国立公園）

African civet
（Civettictis civetta）

ボケロー　コウモリリッサ 
ウイルス

（Bokeloh bat lyssavirus）

BBLV ? 2010 ドイツ
（ボケロー，ニーダーザクセン州）

Natterer’s bat
（Myotis nattererii）

レェイダ　コウモリリッサ 
ウイルス

（Lleida bat lyssavirus）

LLEBV ? 2011 スペイン
（Lleida, Catalonia）

Bentwinged bat
（Miniopterus schreibersii）

aICTV＝Internationl Committee on Taxonomy of Viruses.
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後に 1 回の追加接種をすることになっている．ワクチン
接種は，主として感染予防の目的で狂犬病流行国への渡
航者や感染の危険性が高い研究者・獣医師等に対して行
われている．一方，WHO は接種 0，7，28 日目に筋肉内
または皮下接種による方式を推奨している．どちらの方
式でも一般的に充分な中和抗体価が誘導できるが，日本
の方式は渡航半年前からの準備が必要となり現実的でな
く，WHO 方式を採用しているトラベルクリニックもあ
る．

2. 曝露後予防接種（post-exposure prophylaxis）
動物咬傷による狂犬病ウイルスの暴露が疑われた際で

きるだけ早くワクチン接種等を行いウイルスの潜伏期間
中に十分な免疫を誘導して発症を阻止する方法である．
流行地域等で狂犬病の疑われる動物に咬まれた場合は，

最初に流水と石鹸で創傷部を十分に洗浄・消毒を行い，
その直後にワクチン接種を開始する．わが国では，接種
の第 1 回目を 0 日として以降 3，7，14，30 および 90 日
の計 6 回皮下接種する （WHO 方式は 90 日を必須としな
い）．近年，筋肉内投与量の 5 分の 1 量を皮内数箇所に接
種するタイ赤十字皮内接種法 （TRC-ID 法） が WHO か
ら推奨されている．また，「狂犬病暴露後発病予防治療方
針 （WHO） 」の「第3類の暴露分類」に相当する場合は，
ワクチン接種 0 日に抗狂犬病ウイルス免疫グロブリン 

（rabies immunoglobulin；RIG） を受傷部周囲の筋肉内に
同時接種することが推奨されている．しかしながら，RIG
は世界的に供給不足であり，90％以上の患者はワクチン
単独での治療を受けている．日本では RIG は製造されて
おらず国外からの入手も非常に困難である．
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表 5　狂犬病ウイルス以外のリッサウイルスによるヒトの感染事例

ウイルス名 遺伝 
子型

略称
（ICTV）a 年度 発生国（地域） 性別

（年齢） 経過 感染源

モコラウイルス
（Mokola virus） 3 型 MOKV

1968 ナイジェリア
（イバダン）

女
（3.5 歳） 回復 トガリネズミ（？）

1971 ナイジェリア
（イバダン）

女
（6 歳） 死亡 トガリネズミ（？）

ドゥベンヘイグウイルス
（Duvenhage virus） 4 型 DUVV

1970 南アフリカ
（プレトリア）

男
（31 歳） 死亡 コウモリ

2006 南アフリカ
（ノースウエスト）

男
（77 歳） 死亡 コウモリ

2007
オランダ

（アムステルダム，
ケニアからの輸入症例）

女
（34 歳） 死亡 コウモリ

ヨーロッパコウモリ
リッサウイルス（？）

（European bat lyssavirus?）
? 型 EBLV（?） 1977

ウクライナ
（Lugansk,
former Voroshilovgrad）

女
（15 歳） 死亡 コウモリ

ヨーロッパコウモリ
リッサウイルス-1 型

（European bat lyssavirus type 1）
5 型 EBLV-1 1985 ロシア

（Belgorod）
女

（11 歳） 死亡 コウモリ

ヨーロッパコウモリ
リッサウイルス-2 型

（European bat lyssavirus type 2）
6 型 EBLV-2

1985 フィンランド
（ヘルシンキ）

男
（30 歳） 死亡 コウモリ

2002 イギリス
（スコットランド）

男
（55 歳） 死亡 コウモリ

オーストラリアコウモリ
リッサウイルス

（Australianbat lyssavirus）
7 型 ABL

1996
オーストラリア

（ロックハンプトン，
クイーンズランド）

女
（39 歳） 死亡 コウモリ

1998
オーストラリア

（マッケイ，
クイーンズランド）

女
（37 歳） 死亡 コウモリ

2013 オーストラリア
（北部，クイーンズランド）

男
（8 歳） 死亡 コウモリ

イルクーツウイルス
（Irkut virus） ? 型 IRKV 2007

ロシア
（Primorye Territory,
Far East）

女
（12 歳） 死亡 コウモリ

aICTV＝Internationl Committee on Taxonomy of Viruses.
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参考情報

海外渡航時の予防接種や狂犬病に関する情報として下
記を参照されたい．
◦日本渡航医学会　http://www.tramedjsth.jp/
	 （一般向け情報：トラベルクリニックリスト） 
◦FORTH 海外で健康にすごすために：予防接種実施機

関の探し方 http://www.forth.go.jp/useful/vaccination 
02.html

◦狂犬病に関する Q ＆ A について
	 http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-

kansenshou10/07.html

おわりに

公衆衛生における動物由来感染症対策は，“ヒトの健康
危害防止”が目的である．感染源となるイヌ等ペット動
物や野生動物等で狂犬病が疑われた場合には，正確な疫
学情報に基づいたヒトと動物の感染・発症予防が，感染
動物の狂犬病調査とともに，公衆衛生・環境衛生・家畜
衛生等の連携によって迅速かつ適切に行って，ヒトへの
感染と感受性動物への伝搬を未然に防ぎたい．海外から
国内に持ち込まれるすべての哺乳類を把握することは現
時点では極めて困難であり，世界における狂犬病の発生
状況を考えると，狂犬病が日本に侵入する機会は決して
なくなることはない．狂犬病の発生がない状況下であっ
ても狂犬病が疑われる動物を積極的に探知し，解剖と実
験室内の検査を可能にして，狂犬病であるか否かを確実
に検証できる体制を構築しておくことが大切である
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